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Abstract: I have been in London from 1st September 2003 to 31st August 2004 as a visiting researcher. I
stayed at the British Architectural Library (RIBA Library, RIBA: The Royal Institute of British Architects)
in order to research building materials and construction. I am interested in not only building materials but also
building construction system and process.
I collected some materials on London's contemporary architecture at the Library and did the ˆeld researches
by means of taking some photographies on the sites of these architecture. I mainly researched some architec-
ture on the perimeter of central London.
This report deals with some traditional and modern architecture, some restoration and new architecture in
London.
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．は じ め に
ロンドン北部の Finchelyを出発点として南下して中
心部に向かったが，多くの輝き続ける建築に出会って観
察に時間を要したため，中心部入口の Camdenまでで
（その 1）とせざるを得なくなった。ひき続き中心部に
向い，ロンドンに生き続ける建築を観察し，その中から
（その 2）としてまとめたい。
．今日のロンドン建築ロンドン中心部の周辺
Camdenから南西に少し行った所に Regents Parkが
あり，その周辺に多くの建築が残されている。そこから
観察を進めることにする。
1. Regents Park1)（図 1）後の Regents Parkである
Marylebone Parkは，中世にはMaryleboneの荘園の一
部であり，Barkingの女子修道院により保有されていた。
16世紀には君主に渡り，鹿の公園として閉鎖された。
18世紀まで Portland公爵に農園として貸出され，1811
年君主に戻った時，その地域は建て込んだロンドンの縁
にあった。
それ以前から幾つかの開発計画があったが，摂政好み
の John Nashの計画が Portland不動産の John White
等に登用された。1809年のWhiteの計画は，曲がりく
ねった池，ヴィラ Villaに沿った外縁円形の自動車道路，
Marylebone Roadの北側の大クレセント crescent（三
日月形の住居）などで，Nashのより精巧な計画に少な
からぬ影響を与えた。Nashは最終的に建てられたより

図 Park Crescent
図 York Terrace
図 Royal Academy of Music
図 Royal Academy of Music
国 士 舘 大 学 工 学 部 紀 要 第38号 (2005)
ははるかに多くの建物を考えていた。
公園入口の所の Portland Placeの北端の広場は，内
側外側に面する住居を配した中間の広場と北端の 2つ
のクレセントにより補足されるというものであった。
56のヴィラ（間もなく26に削減された。）が公園の全面
に散りばめられてることになる大胆な田園都市構想であ
った。多分近くの Eyre不動産の1794年の計画に影響さ
れたものと思われる。南の広場の中心に教会，他の中心
に神殿，長い池をのぞむ北東に遊園パビリオンがつくら
れることになっていた。その他の Nashの得意な冒険で
ある運河は公園を通って曲がりくねった大きな池をつく
ることになっていた。北側にバラック，東に Albany
Streetの向うに 3つのマーケットのサービス地域とな
るはずであった。
全開発は，既存の Portland Placeを通って，南に
Prince Regent's Palace即 ち Carlton Houseへ 向 う 新
Regent Streetへと素晴らしいルートによりWestmin-
sterと連結することになっていた。最終的に公園の内
部・周囲に建てられた全てのものは，南側の半分の広場
と南・東・西にテラス Terrace，東にサービス地域と 1
にぎりのヴィラであった。
Regents Parkの幾つかの建物は第 2次大戦で被害を
受けた。1960年代に修復が始まった。一般に建物正面
だけ修復が行われ，もともと単に Terrace Houseに見
せかけるつもりだった宮殿のような構成は今や事務所や
協会のファサードになっている。
2. Regents Park周辺の建物2)ここには，Nashの建
物だけでなく，Nash後のものも含まれる。南東コー
ナーの Park Crescentで始まり，西のテラスへ行き，終
りは東のテラスとなる。
2.1 Park Crescent (181222）（図 2）
2.2 Park Square (182325）
2.3 Ulster Terrace (1824）
2.4 York Terrace (1822）（図 3）
2.5 Royal Academy of Music3)（図 4, 5)世界的に有
名な音楽学校のオリジナルの建物（the Marylebone
Road building）は Ernest Grorgeにより1911年に完成
された。手狭になり改築するとともに隣の York Gate
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にある Nashのテラスも手に入れ，この既存の 2つの建
物の間に新しいリサイタル・ホールが2002年に完成
オープンした。設計は改築も含めて John McAslan and
Partnersによる。ホールは地階に位置していて地階の
通路が 2つの建物を連結している。8 mの高さで，地上
4 mの空間は半円形のプレキャスト・コンクリートのバ
レル・ヴォールト屋根で形成されている。南側には地下
中庭 Sunken Courtyardがあり，地上レベルで歩行用ガ
ラス張りになっている。
2.6 Cornwall Terrace (182021）
2.7 Clarence Terrace (1823）
2.8 Sussex Place (1822）（図 6）
2.9 Hanover Terrace (182223）（図 7）
2.10 Kent Terrace (1827）
2.11 Royal College of Obstetricians（図 8)Sussex
Placeに Park Roadに面する中庭の後に1960年に Louis
de Soissonsにより設計された。 2001年に Nicholas
Hare Architectsにより改修計画が行われ，大半の部分
が地下の RC造建物であり，地下の会議・教育スペース
を示す巨大なコーンが地上に目立っている。
2.12 St. Andrew's Terrace (1823)その隣りに Royal
College of Physiciansの建物があるが，それについては
別に触れる。
2.13 Cambridge Gate (1875）
2.14 Chester Terrace (1825）（図 9）
2.15 Cumberland Terrace (1826）（図10）
2.16 The Danish Church（1826）
2.17 Gloucester Gate (1827)
2.18 Park Village West : Glocester Gateの後に Nash
はミニアチュアとはいえ初めての田園都市のひとつ（最
も早い郊外住宅地の実例）を設計した。様々な様式の住
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宅が豊富な緑樹とともに曲がりくねった路に並んでいる。
Regents Parkおよび Regent Streetの計画（181126）
において，John Nashは建築的・都市計画的な視点双方
から工夫している。マッスと空間の正確な感覚で設計さ
れている。ピクチュアレスク Picturesque的な計画の原
理すなわち驚異を最も巧妙に利用した。周辺に沿った白
いスタッコ Stucco仕上げの異なる長さと複合性をもつ
10棟の巨大なテラスである連続住宅の建物は，すべて
漠然とパラーディオ風 Palladianの新古典主義様式で，
ポルティコ Portico，アーチ Arch，ペディメント Pedi-
ment,彫像で飾られている。
Cumberland Terraceは恐らくロンドンで最も驚かせ
る建築的パノラマであり，巨大で堂々とした印象は昔と
変わらないといえる。その裏側は黄色のれんが積みのま
まである。
3. Penguin Pool, London Zoo4)5)（図11, 12, 13)Re-
gents Parkの北端にある20エーカーの三角形の土地が
1826年に the Zoological Societyに貸出された。その中
にあるペンギン・プール Penguin Pool, London Zooは
Lubetkin, Drake & Tecton, engineer Ove Arupの設計
（193334）で1934年に完成した。曲線と直線の複合し
た幾何学を楽しむように，白塗りの鉄筋コンクリートの
楕円形の陽気な建物の中に一対の飛びまわるような片持
梁のらせんランプの組合せが交叉している。Lubetokin
をコンサルタントとして Avanti Architectsにより1986
88年に元の形に修復された。ペンギンの生活向上のた
め潜水プールと巣箱に一部変更がなされた。
ランプの支柱なしの全長46 ft，幅 4 ft，厚さは内側の
6 inから外側の 3インチと変化する。この変化がランプ
の重さをかなり減少する。
ランプは20 lb/ft3の荷重を支えるよう設計されてお
り，各ランプに24人の大人が並ぶことに相当する。ラ
ンプは真にらせんになっているので計算は極めて複雑に
なっている。各断面は，垂直と水平面に曲げモーメン
ト，ねじれモーメント，2つのせん断力と 1つの軸方向
力を受ける。ランプがこれら荷重に持ちこたえるとみら
れる前にこれらの力が有効に分散される必要があった。
片持梁を支えるものはなく，2つのマッシブな鉄筋コン
クリートの橋台がランプの各端にある。それは，ランプ
に計り知れない繊細さを与えている強力な一枚岩の巧妙
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な建築的カモフラージュである。2つの下の橋台は地下
に埋められ，上の 2つはランプの着地点として，ある
いは管理人室の後の潜水タンクの下に隠されている（図
14）。
Lubetkinの最初のアイデアは，水中に回転しながら
落下する 2つのらせんランプのある円錐形の島が中央
にある円形のプールを描いていた。この元のアイデアは
経済上から実現しなかったが円錐形の島のモチーフは再
現される。ミニチュアの形であるけれども，Highpoint
の子供の水遊びプールで実現（図15），また，Finsbury
の ARPの深いシェルターの計画におけるらせんのラン
プにおいて再現される（図16）。
（註)6)この国で30年代の鉄筋コンクリートの発展につ
いて議論するとき，全てはロンドン動物園のペンギン・
プールで始まったと言われる。その時代の建築発展の権
威である Sir James Richardsは，ペンギン・プールは
他の材料の建築的可能性よりももっと鮮明に市民に親し
みを与えてくれた一つのコンクリート構造であると言っ
ている。なお，1970年に DOE (Department of Environ-
mentの特別な関心建築）にリストされている。
展示には，34頭の黒足ペンギン（南アフリカの離島
にみられ，今や絶滅の兆しにある）が含まれ，全部プー
ルで飼育され，代々続いている。実際には，ペンギン・
プールは前舞台の仕切壁により仕切られた自立する鉄筋
コンクリート彫刻である。2つの連結する片持梁のらせ
んランプにより使われる楕円形のプールが中に含まれて
いる。
半世紀たって構造と仕上げは劣化している。さらに潜
水タンクは使われなくなり，巣も適切でなくなった。

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1987年，構造と仕上げの補修と改装を含む完全な修復
が行われた。拡張された潜水タンクを回復すること，巣
をもっと多く用意すること，新しいろ過装置も潜水タン
クに導入された（図17）。
周囲の階段の下に掘って新しい巣箱を作った。セメン
ト塗りでゴムシートを張った。南側に新しいタンクをつ
くったが既存の構造の全断面をカットするのに，隣接す
るランプ支えと頭上のキャノピー Canopyを痛めないよ
う高圧水のジェットにより行った。新しいコンクリー
ト・タンクは，わずか数 ft3のコンクリートだが 8回の
打設をするのに連続した型枠を必要とした。新しい壁は
現行基準に合致しない元のものよりは厚い。しかし，新
しい壁が端を見せるところでは元のと釣合うよう減少さ
れている。見物用パネルは 2枚の25 mmの合せガラス
がステンレス枠に固定された。
中性化，テストハンマー，鉄筋計などによる総合的調
査の結果，破損と鉄筋の腐食が多くみられた。劣化した
鉄筋は清掃するか取り替えられ，部分補修はポリマー・
セメント・モルタルで行われた。両方のランプの全部の
端の鉄筋を露出させてキャストし直した。さらにセメン
ト・スラリー（Topseal Cement Slurry) 2回塗りで強化
した。周囲の壁のMovement Jointはカットしてつくり
直した。
構造が健全になると，幾何学的プロフィールを再構築
することが始まった。全部の角が，コンクリートに打ち
込まれるステンレスのビーズで形成された。最大使用量
6 mmのポリマー・セメント塗りにより，元の100 mm
の構造に対して知覚される程度の厚さの増加は避けるこ
とができた。コンクリート用の化粧アクリル・ペイント
が全般に用いられた。周囲の舗装，ランプ，キャノピー
のような摩耗する表面にはエポキシ塗料を用いた。仕上
げの他の事項としては，全くはがれてしまっているプー
ルの床のガラス・モザイク・タイルを改装した床底に接
着することで同じモザイクが潜水タンクの内側にも張ら
れた。
金物類はすべてステンレスに取り替えられた。元の塗
装軟鋼の効果に釣合うよう粉末被覆で黒とした。水回り
の設備はステンレスに新しくかえた。
工事は April 1987に始まり，September 1987に終了
した。
4. Gorilla House, London Zoo (1933）（図18)Lubet-
kinをはじめとする Tectonはル・コルビュジェ Le Cor-
busierから多くを学んで国際的現代様式を作品に打出し
ている。ロンドン動物園での最初の仕事がゴリラ・ハウ
ス Gorilla House, London Zoo（後に別の動物の為に使
用。）であった。コンクリートの明快な白い円形の建物
で，典型的な Tectonのカーヴとアングルをもった低い
ポーチがついている。高窓の並ぶ明り層をもった高い方
の半分は動物の冬の場所に意図され，他の半分はスライ
ド・スクリーンによって室内用の冬の訪問者ホールに変
換され得る夏の巣として巧妙に計画されていた。気泡コ
ンクリート Cell (Airated) concreteが内装（断熱用）
に用いられているのが描かれ解説されている（図19）。
構造的には，ペンギン・プールがシェルで，ゴリラ・ハ
ウスは円筒シェルである。
5. Royal College of Physicians7)（図20, 21, 22, 23)
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Sir Denys Lasdunの設計（196164）で，その時代の
最も顕著な建物の一つとされる。Lasdunはテームズ川
沿いのWaterlooに National Theatre (196777）を設
計している。この大学は，1518年に設立されたイング
ランドで最古の医学校で，現在の建物は 5回目のもの
である。
St Andrew's Placeに隣接して，建物のプランは Al-
bany Streetに沿って T形になっている。Regents Park
側に突出しているウイングは入口等の公式の場を含んで
いる。図書館，階段ホール，食堂はみなギャラリーを有
している。入口ホールから階段は南側の低い Lecture
Theatreへと下って行く。この配置は力強く。工夫され
ていて，積極的な多くの強い角度を持った外観に反映さ
れている。
入口のファサードは全部白で，コンクリート被覆は小
さな白いモザイク板が使われている。光に敏感なスキン
を 2種類のサイズ 1×1 in (2.5×2.5 cm), 1×2 in (2.5×
5 cm）のテッセラ tesseraのガラス質モザイクで模様張
りしてつくっている。正面入口真中に 3つの組の柱が
あり，2つは図書館のギャラリーの突出部を支えており，

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3番目は図書館の低い方のセットバック
している中央下部を支えている。このウ
イングでは浮いたヴォリュームを考えて
おり，それはディテールに見られる。
Lecture Theatreは全部青い工業用れ
んがで外装されていて，小山のような自
由な形で角ばっていて曲線美でもある。
ただ一つの西の窓は交通騒音を遮断す
る。講義ブロックはハーフ・サンク・
ガーデンになっていて，これも工業用れ
んがでできている。
南前面は，合理的思考の結果とはい
え，複雑で分かりにくい。階段室は大き
なガラス張り，下方にはれんが積みが行
われ，Bay-windowも見られる。上にさ
しかかる最上階は全部スリット窓である
（60年代に流行したモティーフ）。列に
はなっておらず安易なリズムになってい
ない。実際には後部にあるものを反映し
ている。
Albany Streetに面するブロックの後
は中間的に水平な窓とれんがの帯となっ
ている。北前面にはサービス部門の場所
で，避難階段も含め打放しコンクリート
である。
原理は，異なる機能は異なる材料で区
分されるということである。モザイク付
きのコンクリートは表現に，れんがは事
務室のようなより実用的な要素のため
に。ただ，Lecture Theatre（教室，講
義室，講義講堂）は別である。
6. The R. I. B. A. Building8)9)（図24,
25, 26, 27, 28, 29)王立英国建築家協会
RIBA (The Royal Institute of British Ar-
chitects）の建物は Regents Parkの少
し南の Portland Placeの通りに面して
建っている。1932年の英国のコンペで 1
位になったMr. G. Grey Wornumの設計
で1934年に完成オープンした。海外の
64人の建築家を含む284以上の設計が集
まったという。
この建物は鋼構造で，れんが充填，石
張り仕上げで中空タイル構造床となって
いる。最も重要なことは，建築家と構造
家が通常ではない相互の理解と調和を持
って仕事をしたことである。その結果，
建物は自由なプランであり，構造を表現
している。一方では，建築に‘ごまかし’
がない。軸組構造は，内装において大変
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明白であり特徴的であり，エンジニアは他の構造では鋼
構造ほど設計が満足にいかないと考える。構造は，R.
T. James and Partnersにより設計監理された。
基礎は現場打ち鉄筋コンクリートで，アスファルトの
防水ライニングで地下水の動きから遮断されている。掘
削によりロンドン西端の地盤状況が見出され，地表面下
14 ft位にロンドン Clay層で地下水流があった。コンク
リート基礎から最終的に Clayに柱からの荷重が伝達さ
れる。基礎の問題は，将来図書館の上に 2層追加する
という提案にかなり複雑化した。シー
ト・パイル打ちが適切でないと考えられ
た場所には地盤硬化の方法がとられた。
鋼骨組のポイントは，先ず荷重を如何
に主要支点に集めるかにあった。Flor-
ence HallとMeeting Roomおよび Foy-
erが交叉しており，中間 Hallを支える
ものがない。さらに，Hallの上には図
書館がある。また，将来増築予定の事務
室を支えなくてはならない。充分な横方
向の剛性を確保し，壁や床の厚さ内に構
造を隠しブレーシングを入れるために主
要部材をできるだけ小さくしなくてはな
らない。これらの理由から骨組に鋼構造
が決まった。大きな内部空間は主として
60 ft（長さ），11 ft 7 in（せい），35 ton
（重量）の 2つのプレート・ガーダーと
共に 4本の重量支柱によりもたらされ
る。次に，適度な横方向剛性をもたせる
ことであった。また，建物の大部分が図
書館レベルの主ガーダーの上のフランジ
に支えられるので，この場所でフランジ
の横方向挙動を防ぐのに固定したプラッ
トフォームが必須とされた。それ故，こ
の床スラブは中実の鉄筋コンクリート―
図書館で 6 1/2 in厚，書庫で 7 1/2 in
厚―でつくられた。
3番目に，将来の事務室床を支えるこ
とであった。この問題は，基本的に不同
沈下を防ぐ問題であった。できるだけ支
柱の基盤を互に連結して均一な応力が基
礎にかかるよう荷重を分散させるよう設
計した。
埋めた鉄骨の防食には多大な注意が払
われた。亜麻仁油を含む塗料はセメント
に侵されるので鋼の保護に向かない。瀝
青塗料は鋼にコンクリートが接着するの
を防ぐ。従って，建方終了後全鉄骨はア
ブラギリ・オイル展色剤入りの下塗り塗
料で塗装され，特別の瀝青塗料で仕上げ
された。一般の壁の充填には Flettonれんがが使用さ
れ，プラスター塗り表面の下には Keyed typeが採用さ
れた。Portland PlaceとWeymouth Street側の外壁表
面は研磨した Portland Stoneの切石積みで彫刻も同じ
材料でつくられた。William's Mews側の立面は白い
Sand-limeれんがの白セメントモルタル積みである。
構造床は，中実鉄筋コンクリートでできている図書館
床を除いて中空タイルでできている。長いスパンで床厚
11 in，短いスパンでは 7 in厚である。天井はプラス
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ター直塗りが多い。
間仕切は，4 1/2 inのれんが壁で，プラスター間仕切
ブロックと中空タイルブロックも用いられている。
全ての屋根はテラスとして利用できるよう特別な仕上
げとなっている。スラブにセメント下塗りの上に瀝青
シートと遮断骨材の組合せの仕上げである。
正面入口のドアはブロンズでMr. James Woodford
によりテームズ川と周辺建物が彫られている。横の郵便
箱はアルミ・ブロンズでMr. Seton WhiteによりMer-
curyの姿が彫られている。彼はまた RIBAの記章のラ
イオンを正面入口の上のブロンズの手摺にデザインして
いる。
入口ホールの内壁は，研磨された Perrycot Stoneで
仕上げられている。ホール階段の吹抜けの横にある 4
本の大きな柱は，H形の鋼支柱をコンクリート・コア
でキャストし Ashburton (Devonshire) marbleで包ま
れている。ホール階段の段板は青い African (Den-
mara) Marble，けこみは黒い Derbishire Marbleでで
きている。手摺子は，シルバー・ブロンズとエッチン
グ・ガラス，基台の中に埋め込まれたチューブ状の灯り
がガラスを照らし出す。入口ホールから階段を見上げる
と，シルバー・ブロンズとエッチング・ガラスの大スク
リーンを通して Henry Florence Memorial Hallの中が
見える。建物全体の装飾ガラスは，Mr. Jan Jutaの仕事
である。階段を昇った床はチークで，暖房パネルを仕込
んだ Derbyshire marbleに周囲を囲まれている。天井は
プラスター塗りでレリーフがある。
The Henry Florence Memorial Hallは多目的ホールで
あり会議室の上のルーフ・テラスを持っている。中央ダ
ンス・フロアは Indian silver gray woodのボードで隠し
釘打ち。周囲はチークと各種石の模様張りである。ホー
ルと Reception Room，階段まわりの床仕上げが図30に
示されている。研磨された Perrycot Stoneにより柱の
キャスティングが行われ，その表面にはMr. Hain-
bridge Copnallにより“Man and his building through
the ages”を表現するレリーフが彫られている。天井は
プラスター塗りで，建物の上で働く人の姿を表わすレ
リーフがある。ホール内は，壁の空調プラントと模様石
張りの床に隠されたパネルにより暖房と換気が行われ
る。また，東端の壁は吸音タイルでおおわれ音響調整を
計っている。
主要な部屋以外の仕上げについては，一般事務室，
サービスの一部は特別な硬質繊維質の構成の床で，他は
硬質リノリウムである。エントランス・ホール，横階
段，洗面所の床には研磨された明色調のプレキャスト・
テラゾーが用いられた。洗面所の床には比較的新しいタ
イプのノンスリップのセラミック・モザイクで小さな粗
面で 3色の模様張りで用いられた。
図書館は 4万冊の本と数千の図面や印刷物があり，
開架方式となっていて，構造の転換なしに40増加で
きる本棚スペースを有している。本棚は金属製で，端部
にラジエーターを内包しており，頂部に照明がついて上
下方向を照らしている。照明は天井からの吊り下げ器具
もついている。床はコルク・タイル仕上げで，壁・天井
はプラスター塗りとなっている。
仕上げには，3種類のプラスター10)が用いられた。
キーンス Keene's, Sirapite (Class Cプラスター），消石
灰である。Keene'sは，天井のような硬い表面に採用さ
れ音の反射板として働く。Sirapiteは第 2グループの部
屋の通常の仕上げ，消石灰は壁・天井に隠された暖房パ
ネルの上に用いられた。付属質の壁仕上げは，吹付け繊
維，吹付けセメントなども行われた。付属室の材料は，
その適性だけでなく，見ばえと色調から選択されたので
普通よりも興味深くでき上がったといえる。
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暖房・換気装置は地下室に設置されて，自動制御され
る。夜間電力を利用して電気ボイラーが熱水を供給す
る。ホールや会議室に温風を供給する空調装置に加え
て，天井や壁。床にはめこまれたパネルが建物全部の内
部に循環する水によりおだやかで平均的な暖気を与える。
．お わ り に
Regents Parkを一巡してみると，Regent Streetも含
めて当時の Nashの壮大な計画の一端に触れることがで
きる。破壊・変更・改装されながらも修復された建築が
活力をもった形で当時の姿を伝えていることに大きな意
義が感じられる。現代に生きる歴史的遺産の合間にロン
ドン動物園のペンギン・プール（或いは，ゴリラ・ハウ
ス）があり，また医科大学があることは，Lubetkinや
Lusdanの20世紀の仕事が見事に Nashの仕事を補間し
て輝きを増しているように思われる。
Regents Park入口近くの RIBAの建物は，Parkから
Regent Streetへの道筋を見守りながら，今日のロンド
ン建築の内に秘められた活力と意義を語りかけてくれる。
謝 辞
平成15年 9月 1日から 1年間学外派遣研究員として
ロンドンに派遣して下さった国士舘大学，同工学部，同
建築デザイン工学科に心から感謝申し上げます。また，
受入れ先の RIBA王立英国建築家協会および RIBA
Library同図書館館長の Ruth H. Kamen氏に心から感
謝申し上げます。
原稿作成にあたり全面的にご協力いただきました玉岡
美香さんに心から感謝申し上げます。
参 考 文 献
1) Simon Bradley and Nikolaus Pevsner, The Building of En-
gland London 6: Westminster, Yale University Press,
2003.
2) Bridget Cherry and Nikolaus Pevsner, The building of En-
gland, London 3: North West, Penguin Books, 1991.
3) The Architects' Journal, June 10, 1999.
4) The Architects' Journal, June 14, 1934.
5) The Architect and Building News, June 1, 1934.
6) Concrete Quarterly, 157 AprilJune, 1988.
7) William J. R. Curtis, DENYS LASDUN, Phaidon Press
Ltd, 1994.
8) RIBA Journal, November 6, 1934.
9) The Architects' Journal, November 8, 1934.
10) DonStagg and Brian Pegg, Plastering, Newnes Technical
Books, 1978.
